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はじめてのレポート課題を前にして固まってしまった経験がある人は多いのではないでしょ
うか。「論理的に書くように」と言われても，具体的にどうすればよいのかはなかなか教え
てもらえないものです。

　とりあえず結論を先に書いてから思いつくまま理由を並べ，「ゆえに」や「したがって」を適当に散
りばめて形にする……。そんなことをしていませんか？
　論理とは，意図を正しく伝えるための「型」です。基本的な型を身につけ，それを組み合わせれば，
おのずと明快な文章を書くことができるのです。複雑そうな論文も，解きほぐせば基本型の組み合わせ
にすぎないとわかればもう怖くありません。
　そして，論理あってこその議論です。論争のつもりが，互いに主張をぶつけ合うだけの根比べになっ
たような経験はないでしょうか？　そうした「水掛け論」を避けることが建設的な議論のための第一歩
です。本書で型を稽古し，アクティブな学びの基礎を固めましょう。（W）
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豊富なツールで考えながらアクティブに学べます。

※目次は，小社ウェブサイトの本書のページをご覧ください。
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